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論文要旨:	 

有限温度・密度QCD相図は様々な構造を持っており、臨界点の存在などが予
言されている。QCD臨界点の実験的探索は、重イオン衝突実験の究極の目的の
一つであり、RHICなどで活発に実験が行われている。本研究では、重イオン衝
突実験において生成された媒質がQCD臨界点近傍を通過した場合の、保存電荷
ゆらぎの時間発展を議論した。観測時のゆらぎに対する臨界点の影響を評価す

ることにより、臨界点の実験的探索における観測量としての有用性を考察した。

本研究では特に、ゆらぎのラピディティ幅(保存電荷量を数え上げる部分領域)
依存性に着目した。初めに、時間発展する保存電荷高次ゆらぎに対する有限体

積効果の影響を評価した。この結果、有限体積効果はゆらぎの観測結果に影響

しないこと、ゆらぎのラピディティ幅依存性が実験で生成された系の時間発展

の情報を反映する物理量であることを示した。次に、QCD臨界点近傍における
保存電荷と秩序変数場の結合を考慮し、確率論的な拡散方程式を用いて保存電

荷ゆらぎの時間発展を議論した。この結果、先行研究では無視されていた結合

の効果が重要であること、また、臨界ゆらぎの効果が、観測時の保存電荷ゆら

ぎのラピディティ幅依存性に特徴的な非単調な振る舞いをもたらすことを示し

た。 
 


